
短期集中講座「企業価値評価とファイナンス」2024　日程とカリキュラム Ver.6.0

回 会場 セクションとテーマ、講師名 キーワード

1 ファイナンスとバリュエーションの基礎

　砂川 伸幸

・開講とコース紹介

・バリュエーション（価値評価）の原則とDCF法の確認

・サステナブル成長モデルと価値を決める３つのファクター

・エクセル演習：サステナブル成長モデルと感度分析

2 財務的な価値創造とPBR>1.0の条件

　砂川 伸幸

・財務的な価値創造（PBR>1.0）の条件

　「資本利益率＞資本コスト」

・PBRの分解：ROE×PER

・PERと資本コスト

・日本企業の価値創造の動向と事例

ゲスト講演「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けて―背景と事例―」

　㈱東京証券取引所 上場部企画グループ統括課長 池田 直隆氏

3 資本利益率と分解

　砂川 伸幸

・資本利益率：ROIC，ROE，人的資本投資

・ROICの分解と事業構造，競争戦略

・ROICツリーの事例

・ROEの分解：レバレッジとROE

4 資本コストと実践的な算出

　砂川 伸幸

・リスク・リターンとポートフォリオ効果

・CAPMと株主資本コスト，負債コストと節税効果

・WACC（加重平均資本コスト）

・実践的なWACCの算出

・IRの効果－資本コストの低減－

ホームワーク① 出題 意見交換「資本コスト経営，投資評価と投資規律」

5 投資評価：NPV・IRR・ROICの関係

　砂川 伸幸

・企業価値の向上と整合的な投資評価の手法

・NPV，IRR，ROICの関係

・エクセル演習

6 投資評価と財務モデル（財務三表）

　砂川伸幸

・リアルオプション

・財務モデル作成の注意点

・エクセルを用いた財務モデル演習

ホームワーク① 解説 グループ意見交換「資本コスト経営，投資評価と規律」

7 企業価値評価の構造

　砂川 伸幸

・企業価値評価のフレームワーク

・エンタープライズDCF法による企業価値評価

・ターミナルバリューとサステナブル成長率

・マルチプル法，DCFファクターとマルチプル

・競争優位とバリュエーション

8 企業価値評価の演習

　砂川 伸幸

・事業計画，FCF計画，DCF法による企業価値評価

・シナジー効果の測定

・財務モデル演習

9 クロスボーダーのバリュエーション

・金利平価と購買力平価

・スポットレート法とフォワードレート法

・グローバルCAPMとカントリーリスク

ホームワーク② 出題

10 バリュエーションの実務（実務講義）

　㈱プルータス・コンサルティング

　FASマネージャー　木村 友二氏

11 QAセッション

第1回

7月18日

（木）

対面

（東京）

オンライン

併用

第2回

8月2日

（金）

オンライン

第3回

8月9日

（金）

オンライン

第4回

8月22日

（木）

オンライン

第5回

8月30日

（金）

対面

（東京）

オンライン

併用
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12 ベンチャーの評価

　砂川 伸幸

・ベンチャー企業の評価：VCメソッド

・ミニケース

13 資本政策 ① 資本構成

　砂川 伸幸

・MMの無関連命題

・現実的な諸要因と資本政策の条件付理論

・エクセルを用いた最適資本構成の算出

ホームワーク② 解説、ホームワーク③ 出題

ゲスト講演「最近の資本市場の動向やM&Aの動向・事例について」

　SMBC日興証券㈱ 大阪M&Aアドバイザリー部長 マネジングディレクター 市川 恒志氏

14 資本政策 ② ペイアウト

　砂川 伸幸

・ペイアウトと株主価値

・日本企業の配当と自社株買いの動向

・エクセル演習：自社株買いとリキャップ

15 ESGとファイナンス

　砂川 伸幸

・ESGと財務指標の関係性分析

・ESGと企業価値の研究の動向

ホームワーク③ 解説

ゲスト講演「日本取引所グループのサステナビリティ経営」（仮）

　㈱日本取引所グループ サステナビリティ推進部専任推進役 桜木 康雄氏

～秋の京都にて「M&Aの実務と指針」を学ぶ～

　ゲスト講演①　「『SHIFT流』M&A/PMIの型化」（仮）

　　㈱SHIFT グループ経営推進部部長 小島 秀毅氏

　ゲスト講演②　「二つのM&A指針の背景と効果」（仮）

　　経済産業省 経済産業政策局 産業組織課長 中西 友昭氏

○講義時間は各回 15:00～17:30 （特別セッションのみ15:30～17:30予定）

○第1回・第5回・第7回・特別セッションは、対面・オンライン併用回（ハイブリッド開催）

※「対面あり」申込の方は上記4回について会場での対面参加が可能（オンライン参加も選択可能）です。

※「オンラインのみ」申込の方は,第1回～第7回はオンラインのみの受講となります。

　特別セッションのみ対面での講義参加および懇親会への参加も可能です（京都大学までお越しください）。

※会場設備の都合上、特別セッションでは、オンライン参加の方が講師に質問をすることはできません。

○第1回・第7回・特別セッション後にはネットワーキング（懇親会）を開催

※「オンラインのみ」申込の方は特別セッションの日の懇親会のみ参加可能です（事前に希望をお聞きします）。

○教科書・参考書（受講料に含む）

『ゼミナール「コーポレートファイナンス」』朝岡・砂川・岡田，日本経済新聞出版（2022年）

『企業価値評価の実務 Q&A 第４版』プルータス・コンサルティング編（2018年）

『コーポレートファイナンス入門 第2版』砂川（2017年）

第7回

9月13日

（金）

対面

（東京）

オンライン

併用

特別

セッション

11月15日

（金）

対面

（京都）

オンライン

併用

第6回

9月6日

（金）

オンライン
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